
平成30年度 編入生ガイダンス

（16235編入生用）



学生証の発行について

学生証は以下の要領で配布されます

日時：4月6日（金） 9:30～15:30
場所：教養教育1号館 2階 124番講義室

この時間に受領できない場合には，翌日以降に

学生センターで受領してください

各種証明書（在学証明書等）の発行には，学生証が

必要です



教務システム等説明会について

以下の要領で教務システム等説明会が開催されるので

参加してください．

日時：4月6日（金） 14:30～

会場：教養教育運営機構 大講義室

上記の他に，10:00，11:00，13:30，15:30からの回も

あります．どの回に参加しても構いません．

編入生対象の情報システム等の利用説明会

日時：4月6日（金） 17:00～18:00
会場：総合情報基盤センター大演習室



単位修得が必要となる教養教育科目

教養教育科目⇒教養教育運営機構の授業
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・英語 ⇒ TOEIC等のスコアによる単位認定も可能
・大学入門科目IIと情報基礎演習Ⅰ ⇒ 単位認定は不可（必ず履修）

「理工学部で何を学ぶか(H.28)」 p. 6
→ 変更あり



教養教育科目(計15単位)

(1) 大学入門科目II(2単位)

・大学入門科目II(2単位)を履修⇒単位修得

・単位認定は不可能

・前学期 木曜日 3校時

・初回は教養大講義室に集合

<注意>
・大学入門科目I(2単位)⇒履修の必要なし

単位修得が必要となる教養教育科目



(2) 外国語科目 (2単位)

・「英語」 ⇒ 2科目履修 ⇒ 2単位修得する．

・教養教育運営機構 授業時間割表
⇒編入生の学籍番号は記載されていない
⇒教養教育教務で早めに履修許可を得る

<英語が受講できる曜日・校時>
・1年生の英語⇒前期・後期 金曜日 2校時
・2年生⇒英語：前期・後期 火曜日 2校時
・ほかに再履修者向けクラス等がある

まずは学生センター教養教育教務で相談すること

英検，TOEIC等の成績により単位認定を受けることも可能

教養教育科目(計15単位)



教養教育科目(計15単位)

(3) 情報処理科目(1単位)

・情報基礎演習Ⅰ(1単位)を履修⇒単位修得

・単位認定は不可能

・前学期 火曜日 4校時

・総合情報基盤センターに集合

<注意>
・情報基礎演習Ⅱ(1単位)⇒履修の必要なし



(4) 基本教養科目 (10単位)

・「文化の分野」「現代社会の分野」⇒合計5科目(10単位)を修得．

文化の分野 2単位以上

現代社会の分野 2単位以上

・「自然科学と技術」からの単位⇒10単位に参入は不可能

⇒「文化」「現代社会」の分野から履修すること

・開講時間⇒水曜日1～3校時と木曜日1～2校時

・<外国人留学生への注意>
基本教養科目「日本事情」 ⇒ 10単位に算入は不可能

教養教育科目(計15単位)

をそれぞれ含むこと



(1) 専門基礎科目（必修15単位）

微分積分学など9科目⇒すべて必修

(2) 専門科目（合計77単位=必修58単位+選択19単位）

・必修科目は，卒業研究12単位を含む58単位分ある

・選択科目は，20科目以上ある中から合計19単位以上を修得する．

(3) 専門周辺科目（選択4単位）

・理系学科が開講する「理工学基礎科学」の科目1科目（2単位）を

含み，合計2科目（4単位）以上を修得する

・前期・後期の火曜日1校時開講

単位修得が必要となる専門教育科目

・専門教育科目⇒機械システム工学科が設定した授業

「理工学部で何を学ぶか(H.28)」 pp. 17-18



単位修得が必要となる専門教育科目

専門周辺科目の注意点

区分I：2~3年次を対象とする授業

「理工学基礎科学」と「理工学基礎技術」に分類
<注意>
「理工学基礎科学」の科目から2単位以上修得

⇒クロス履修と呼ぶ

・機械システム工学科教員が担当する区分Iの科目履修⇒不可

区分II：3, 4年生を対象に開講する科目
⇒クロス履修の対象科目ではない

・申請期間あり，学生センター理工教務を訪問
⇒その場で登録(パソコン登録不可)

前学期分の履修申し込みは4月4日（水）～6日（金）18時まで
早急に学生センターへ！

・卒業のために，最初に区分Ⅰを履修すること!!



卒業要件(まとめ)
 卒業要件単位：111単位

(教養教育科目15単位，専門教育科目96単位)

 教養教育科目：15単位 (理工学部で何を学ぶか(H28) p. 6→変更あり)
編入学後に履修し単位を修得する （単位認定は出来ない）

(1) <大学入門科目II >（2単位）

(2) 外国語科目<英語>（2単位）

(3) 情報処理科目<情報基礎演習Ⅰ>（1単位）

(4) 基本教養科目<「文化」「現代社会」から>（10単位）

（「文化」「現代社会」をそれぞれ2単位以上含むこと）

 専門教育科目（計96単位）

(理工学部で何を学ぶか(H.28) p. 18 「4. 第3年次編入生の

修得すべき専門教育科目の卒業要件単位数」)
専門教育科目⇒最大50単位まで単位認定を受けることができる

（ただし，専門周辺科目と他学科で開講される専門科目は認定不可）



他学科の授業の取扱いについて
・卒業⇒専門科目(選択)の単位⇒19単位以上が必要
・「他学科の専門科目」8単位まで
⇒機械システム工学科 専門科目(選択)

の単位とすることができる．

外国人留学生特別科目について
理工学基礎Ⅰ・Ⅱ, 理工学基礎演習Ⅰ・Ⅱ
修得単位⇒機械システム工学科 専門科目(選択)

の単位とすることができる．

卒業要件(補足)



卒業研究の着手要件（内規）

1. 「卒業研究（12単位）」は必修とし，卒業要件単位に含める．

2. 「卒業研究」の履修は，原則として，次の各項を満たす者に
対して認められる．

(1) 理工学部規則別表ならびに理工学部履修細則で定める卒業要件

単位の111単位のうち，75単位以上を修得していること．なお，編入

学時に単位認定された専門教育科目も修得単位とみなす．

(2) 3年次までに開講される「設計・製図」「実験・実習」および「創造工

学演習」を修得していること．（創造工学演習は単位認定できない）

4年次に卒業研究を履修するためには，3年次終了時点での修
得単位数が以下の基準を満たしている必要があります



単位認定について(1)

・機械システム工学科のカリキュラムは，JABEE
（日本技術者教育認定機構）の認定を受けている．

・編入学生については，卒業時に1年次から入学した学生と
同様のカリキュラムを修了していることを保証する必要

・高専または短大での授業内容を判定し，個別単位認定を導入

・機械システム工学科専門教育科目から

（専門周辺科目と他学科で開講される専門科目は除く）

最大50単位まで単位認定を受けることができる



単位認定について(2)
・単位認定希望科目 調査用紙の提出

調査用紙 提出期限: 4月11日(水)

提出先:  只野レポートBOX

・単位認定の注意点
(1) 卒業校で修得した科目の単位数

≧これから認定をうける科目の単位数
(例)
・修得した科目(2単位)=認定受ける科目(2単位)→申請可能

修得した科目(2単位)<講義(2単位)+演習(1単位)→申請不可能

本学科では，講義+演習の科目は，両者を習得して単位を
与えているため，講義または演習のみの単位認定はできない．



単位認定について(3)
(例)

卒業校で
習得した科目

卒業校で
習得した単位数

単位認定を
申請する科目

認定単位数 備考

熱力学 2 熱力学Ⅰ 2 申請可能

熱工学 2 熱力学演習 1 3単位の認定申請

卒業校で
習得した科目

卒業校で
習得した単位数

単位認定を
申請する科目

認定単位数 備考

微分積分学Ⅰ 2 微分積分学Ⅰ 2 申請可能

微分積分学Ⅱ 2 微分積分演習Ⅰ 1 6単位の認定申請

微分積分学Ⅲ 2 微分積分学Ⅱ 2
微分積分学Ⅳ 2 微分積分演習Ⅱ 1

卒業校で
習得した科目

卒業校で
習得した単位数

単位認定を
申請する科目

認定単位数 備考

機械設計製図 9 機械要素設計製図Ⅰ 1 申請可能

図学 2 機械要素設計製図Ⅱ 1 4単位の認定申請

機械工学設計製図 1
図学製図 1



単位認定について(4)
・単位認定の注意点

(2)判定方法の分類
JABEE認定校の卒業者
提出物： シラバス，教科書，ノート，JABEE認定証の写し
審査を実施し，学習内容の修得が保証された場合→単位認定

JABEE認定校ではない卒業者
提出物： シラバス，教科書，ノート
口頭または筆記試験により合否を判定（GW明けを予定）

必要資料を4月17日（火）までに只野教員室まで
持参すること．

早めに準備を進めて下さい．



単位認定について(5)
・単位認定の注意点

(3) 履修登録について

・現在，3年生であるので，基本的に1~2年次の必修科目
（選択科目）・実験実習科目の単位認定を申請して下さい．

・必修，選択科目では，必修科目を優先して申請して下さい．特に，
専門基礎科目を優先して申請すること．

・申請後に単位が必ず認定されるとは限りませんので，
留年にならないように，履修登録は慎重に実施して下さい．

・単位認定後に履修の必要がない科目の登録削除ができます．

・編入生については，履修登録の上限単位数(22単位)は適用されな
い（理工学部で何を学ぶか(H.28) pp. 179～180は適用されない）



 外国語科目（英語）
4/4（水）~4/6（金） ：学生センター教養教育教務で相談

 基本教養科目
4/6(金)17:00まで：基本教養科目受講希望申請書を提出

（学生センターレポートBOX）
結果：4/10(火)10:00～4/12（木）午前中に掲示

（学生ホール掲示板 または LiveCampus）
追加登録： 4/10(火)10:00～4/13（金）

専門周辺科目履修登録
4/4（水）~4/6（金）18:00：学生センター理工教務で登録

（LiveCampusからは登録できない）

 専門科目の単位認定
4/11までに単位認定科目希望調査用紙を只野レポートBOXに提出
4/17までにシラバス，教科書，ノート等を只野居室に持参

締め切りなど重要事項


